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1．はじめに

　前号田 で は
， 「赤道大気」が惑星流体力学的に極

め て 興味深 い 研究対象である こ と ， 中で もイ ン ド

ネシ ア赤道西太平洋域は重要で ある と予想 され る

の と裏腹 に，これ まで観測の 蓄積が乏しく，この

ため未解決の 問題や未知の 現象が多く眠 っ て い る

こと
，

などを述 べ ました．また具体的な観測プ ロ

ジェ ク トとして，「新プロ グラ ム」と称する新 しい

予算枠 で の イ ン ドネシ ア赤道域観測につ い て紹介

しました．しか し地球赤道大気に おける経年変動

や その 地球規模大気変動に及ぼす影響の 重要性，

特にそ の よ うな メ カ ニ ズ ム を研究する こ と の 科学

的意義 を考えて みれば
， 新プ ロ グラ ム の ような短

期の プ ロ ジ ェ ク ト的な もの（の繰返し）だけでは限界

がある こ とは明らかです．また新 プロ グラ ム で築

くこ と の で きた大気 レーダ ー観測技術お よび イ ン

ドネシ ア との 協同研究体制は，今後 さら に発展 さ

せて い くべ き価値があると考えて い ます．

　そ こ で深尾 ・津田両氏 を中心 とする京大超高層

グル ー
プで は， 赤道西太平洋域の心臓部で ある イ

ン ドネシア の 赤道直下に，MU レ
ー

ダ
ーをさらにパ

ワ
ー

ア ッ プした 「赤道 レーダー
」（図 1参照）を中核

とする観測所 を建設 し，これ を国際学術組織 との

連携の 下 に管理 ・運営 し， 地上か ら超高層 に及ぶ

赤道大気圏の 国際協同研究 を推進する恒久的か つ

国際的な研究組織 「国際赤道大気研究セ ン タ
ー」

（ICEAR ＝ International 　Center　for　Equatorial

Atmosphere　Research）を設立 しようと計画して い ま

す．本稿で は こ の ICEAR計画の経緯 ・現状に つ い

て述べ ますが ，前稿よ りもっ と 「生臭い 」話，つ

　　まり本誌の多 くの若 い 読者

　　に は無関係 と感 じられ る話

　　 に な る か も し れませ ん ．し

　　か し前稿の 3節冒頭で 述べ

　　ま したように，日本の 惑星

　　科学 も近 い 将来 もっ と実

　　験 ・観測的側面 ，
つ まり惑

　　星探査が前面に出て来て 本

　　格的に 「生臭 く」なるはず

　　です．また今後の ア ジ ア圏

　　の 中に おける 日本 の 役割を

　　考える と き，惑星科学に お

1京都 大学 超高層 電波研 究 セ ン タ
ー
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い て もア ジ ア圏を意識 した組wa　・体制作りが きっ

と重要 に なっ て来る はずです．そ の あた りを念頭

に置 い て 以 下 をお読み 頂ける と幸 い です．

2． ICEAR計画立案の経緯

　こ の 計 画 の端緒は，い わ ゆ る 地球環境問題に対

する社会的注目よ りも早 く，
まだMAP が走 り出 し

たばか りの 1982年 5月に ，SCOSTEP （国際太陽地

球系物理学委員会〉の 国際 MAP 運営委員会が ， 中

層大気観測の 皆無で あ っ た赤道域 に 国際赤道観測

所（IEO）を設立 して はどうか とい う議論 を開始 した

の に始 ま ります．こ の IEO計画につ い ては，1983

年 8月に IUGG （国際測地学地球物理学連合）で も

推進が決議され ました．こ れ を受けて京大超高層

グル ープで は
， 中核設備となる レ

ー
ダ
ー

の 基本設

計に着手する とともにイ ン ドネシ ア LAPAN と接

触 を開始 し，1985年 6 月に は西カ リマ ン タ ン州

p。ntianak とイ リ ア ンジ ャ ヤ州 Biakを対象 とする最

初の現地調査を行い ました［2】．これはち ょ うど

MU レー
ダ
ー

が ま さに観測を開始 した時期 に当た

ります．1 つ の計画力軌 道に乗ると同時に次の構想

を練る とい うの は ，い か に もせ っ か ちに見える か

も知れ ませ ん ．しか し大きな計画が実現で きる ま

で に要する年月や，巻 き込むべ き人間の多さ ， ま

た こ れ らの ため に必要なコ ン ス タン ト以上 の研究

活動度な どを考える と ， 前段 階の計画が開始 され

た直後 の ホ ッ トな雰囲気や論文量産 の 時期 は，次

の 飛躍 の ため の大 きなチ ャ ン ス で ある こ とは間違

い な い と思い ます，

　IEO 計画で考 えて い た の はち ょ うど新 プロ グ ラ

ム の Serpong観測所 くらい の 規模で したが，こ れ

では観測で きる物理量 ・高度範囲が限定され て し

まい ます し，こ れ だけ を単独 で 用 い て 長年月 に わ

た り科学的にag−一一線の 成果を挙げて行くにはちょ

っ と無理があ ります。後述 の ように，当初 中核設
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備の長期間に わた る利用価値を保証 し，他分野 ・

他手段を含むさらな る発展の ため の大きな橋頭堡

とす る た め に は ，や は りあ る 程度は大 きな もの を

最初か ら目指すべ きで しょ う．そうい う見地で 国

際 MAP 運営委員会 は IEO を新 国際赤道観測所

（NIEO ）計 画に 改訂 し，1985 年 8 月に は NIEO 計画

を具体的に検討する た め の 小委員会を発足 させ ま

し た．京大 グル
ー

プでは，国際ワ ーク シ ョ ッ プ等

を開催 して以前の 調査結果を再検討 し，町か ら比

較的近 い 所 に（未開拓の ジ ャ ン グル で はあ りました

が）充分 な広さの平坦地が確保で きそうな Pontianak

を当面の候補地として，MU レ
ー

ダ
ー

と基本的に

同じシ ス テム で約 10倍の開口 面積 をもつ 赤道 レー

ダ
ー

を建設する こ とを提案 しました［3亅．この 巨大

レーダーは 単に高度 1000　km とい う超高層大気 を

カ バ ーするのみなちず，通常観測 しに くい 上部成

層 圏領域 をもカバ ーする可能性 を考えて の こ とで

す．京大案は 1986年 5月に 国際 MAP 運営委で 正

式に唯
一案 として 承認され

， 次 い で 日本学術会議

の 地球電磁 気学研究連絡委員会 で の MAP 後 の 重

点検討事項とな り，
また同じく電波科学研究連絡

委員会で も支持が得られ ました．これらを受けて，

1987年 7月には乾季の気候や電波環境等に関する

かな り本格的な第2次 Pontianak調査が行 われ， 9

月に は LAPAN との間に推進合意文書が取 り交わ

されました。

　1988 年 5月に は，イン ドネシ ア科学技術担当大

臣で 同国の 科学技術 ・文教行政 の トッ プ にある B．

J．Habibie博士 か らも，
　 N 肥 0 計画の 承認が得 られ

ました．こ の頃か らJIFの 方々 をは じめ とする日イ

両国 の 専 門家か ら実に多方面の情報が得 られるよ

うに な りましたが
， それ らの ア ドバ イス を参考に

して 検討 して み る と
，
Pontianak に建設する にはい

くつ かの問題点 も明らか にな りました．例えば観

測設備 を維持す る ため の周辺設備 ， 支援技術者や

N 工工
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業者，また 日本や外国か らの 滞在者の 生活や種 々

の イ ン フ ラ ス トラクチ ャ などですが，最 もシ リ ア

ス で あ っ た の は候補地 の 土壌 ・地盤で す．カ リマ

ン タ ン島は他の 島に 比 べ 平坦 で はありますが，そ

の 分だけ河川 の氾濫面積も広 く，候補地の地下 は

数 10m に わた っ て 河川が運び込んだ未固結堆積物

で あ る こ とが 予想 され ，
こ れ らの情報 は雨季の

1988年 10 月に実施 した第 3次 Pontianak調査で大

部分正 しい もの と確認されました逆 に JIFの 専門

家か らは．もっ と好条件の 可能性が高い 赤道近傍

の 場所 として，西ス マ トラ州 Padang〜Bukittinggi

地域 ，
ス ラウェ シ島の Manado，　Palu

，
　Parepare な

どが提案 され ました．そ うい う訳で 当初 の 候補地

は一
旦白紙に戻 りましたが，さらに信頼で きる情

報が多 く寄せ られて ， 計画その もの は逆に 目に見

えて 進展して行 きました．1989 年 3月 に は Habibie

大臣が 自ら長官を務め る BPPT とも正式に推進が

合意され，NIEO を重点議題 の
一

つ とする国際 シ ン

ポ ジ ウ ム が BPPT
，
　 JIF そ して 米国海洋大気庁

（NOAA ）と共催で Jakartaで 開催 され ました．同年

6月に は 西 ス マ トラ州内の広範囲に わたる計 14箇

所 を調 査 し（図 2 参照）， 最終 的 に選定 され た

Bukittinggi市北方 の 標高 830　m の丘陵地に つ い て

は こ の後 10月まで の 間に地形 ， 乾季お よ び雨季の

気候 ， 土質，電波環境等に関する詳細 な調査が行

われました。こ の場所は KoIotabang丘陵と呼ばれ，

ス マ トラ島を南北に縦断する構造線の 両側 に点在

する地塁の 一
つ で，周囲を落差200m の 切 り立 っ

た崖 とジ ャ ン グル で囲まれた，頂部は差渡 し約 1

km の潅木や草の生えた（
一
部畑地に利用）平坦地で

す（こ の場所の 西方にある火 口 湖越 しに
， 津田氏が

積乱雲群 を照らして沈む夕陽を撮っ たとて も美 し

い 写真は
， 数年前

， 何故か東大院地惑専攻の 院生

募集ポス ターに も使われ ましたの で
， 御記憶 の方

もおられるで し ょ う）．他大学か らの メ ン バ ーも参

加 して生 活環境 ， 支援技術者なども含め て 入念に
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調査した結果 ，
こ こ を候補地 とすることが両国の

メ ン バ ー
間で合意されました．赤道レ

ー
ダ
ー
建設

計画は，1989 年 10月にJIFの 重点推進項目の一
つ

に掲げられ，SoehartO大統領の承認を得る ととも

に，Habibie大臣か ら日本大使宛に推進 を要請する

公文書が出され ました．

　以 上 の経過に 基 き学術 会議 STP 小委員会は，

1989年 12月 に こ こ まで の 予備的調査を総括 した赤

道 レ
ー

ダー設立計画案の 冊子 を刊行 しま した［4］．

こ の段階か ら後の検討 の 主対象は，レ
ー

ダー
その

もの や建設方法に 関する技術 的問題 か ら主 と して

具体的研究項目や運営体制の問題に移 っ て きます．

ち ょ うど新プロ グ ラ ム の 立案が進ん で い た頃で も

あり， 単に赤道レー
ダーによる大気力学観測の み

な らず， 海洋と下層大気 との 相互作用 ， 大気化学

　　　　 EQUATORI ［AL 　RADAR

図2，赤道レ
ー

ダー建設地検討の ため の現地 調査地点．
F 地点が 候補地に 選定され たKototabang丘陵 である．

N 工工
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か ら生態あた りまで視野に入れ て ，さまざまな観

測機器を周辺 に展開 した もの が構想 される ように

なっ て きました．か くして 赤道レ ーダー専
一

の

NIEO 計画から脱却 して
， 多手段 ・多分野の 観測 ・

研究を行うICEAR計画として改めてス タ
ートし直

した訳です（図 3参照）．1990年 3月には 2 回目の

Jakartaでの 国際シ ン ポジウ ム（これ以後 ICEAR シ

ン ポ ジウ ム と通称）が開催され，日本 ・イン ドネシ

アの ほか欧米からもさまざまの手段 ・分野の研究

者が参加して，ICBAR 設立によっ て飛躍的発展が

期待で きる研究項 目が次々 と提案され ま した．

　こ の結果を受け て イ ン ドネシ ア 政府は直ちに公

式な支持を表明 しました．まずHabibie大臣が 4月

の米国大統領府で の地球環境問題 に関する国際会

議の席上 ， 同国の こ の問題に対する具体的貢献策

として ICEARの招致を提案し，こ の計画へ の 国際

的サポートを呼びかけました．次い で 5月に イン

ドネシ ア を訪問した海部首相に対 して ，Soeharto

大統領か らICEAR 計画の早期実現が要請され まし

た．また同国政府が候補地を こ の計画の ために確

保 したことが 11月に来 日した Habibie大臣か ら保

利文相と海部首相に 通達 され，次い で 12月に は候

補地の無償提供が再び公文書で 日本政府に通知さ

れ ました．翌 1991年の 秋には候補地を含む 3km

四 方の 土地 の 測量図が，
イ ン ドネシア 政府お よ び

西ス マ トラ州政府の協力で作成されました．なお

こ の 時期以降 ，
イ ン ドネシア 政府 内 に は Habibie大

臣直属の諮問機関として
，
Harsono 　BPPT 次官（現

在 LAPAN 長官）を委員長とする赤道レーダー計画

委員会が発足 し て い ます．こ の 委員会 と京大グル

ープとの 間 に は覚書（MOU ）が締結 され，　 ICEAR シ

ン ポジウム の 開催 ，
1gg1 年度か ら始まっ た研究者

交流（イ ン ドネシ ア人研究者の 日本招聘 と日本人研

究者の イ ン ドネ シ アで の集中講義開催）や，相前後

して 具体的準備が始まっ た新プ ロ グ ラ ム 観測も，
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図 3．ICEAR に お ける大気圏総 合観測．

こ の 覚書に則 っ て進め られ て い ます．こうして イ

ン ドネシ ア 側 の受入 れ体制は既 に殆 ど整っ た と言

えます．

　一
方 ， 1990 年 6 月に オ ラ ン ダ で 開か れ た

SCOSTEP 総会で
，
　 ICEAR 計画の 推進決議案が採

択され，こ れに基 きICEAR 計画諮問委員会が発足

しま し た．また 1991 年 5 月に は通算第 3 回目の

ICEAR シ ンポジウムがJakartaで開催され，具体的

研究課題 の 掘 り起こ しと集約が さらに進展 しまし

た．こ の 会議 と半年後の 11月に IIFの 中に設けら

れたICEAR ワ
ーキ ン ググル

ープでは，運営体制に

つ い て も議論が深め られました．結論 としては ， 日

本国内に 「推進本部」（当面の ICEAR 組織全体の

中心で，国際組織等の代表から成る諮問委員会と

運営委員会 を付置〉，
Jakartaに 「現地研究所」（管

理者 と利用研究者から成る技術委員会 と共同研究

委員会を付置），
Bukittinggiに 「観測施設」（赤道レ

N 工工
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一
ダーお よび周辺施設）とい う3段構 えと します．

まず建設当初 10年は
， 管理に 当たる研究者 ・事務

官お よび建設 ・調整に当たる技術者 を 1年交代で

日本か ら派遣 し， 現地か らも研究者
・
事務 ・

技

術 ・保安担当者が協力し，共同利用研究者だ けは

国際的に募る計画です．その後の 恒久的運用期間

には，日本 ・イ ン ドネシ ア および周辺の アジア諸

国か ら管理者を含め た支援人員 を派遣するこ とを

考 えて い ます．か くして 赤 道 レーダーある い は

ICEAR 運営の骨格 も見えて きたと言 えます．1992

年 8月米国 で 開かれた SCOSTEP 総会で は
， 途上国

の科学技術支援の具体的な在 り方と して ICEAR 計

画お よ び こ れに関連 した京大グル ープ の活動が 高

く評価 され ました．ほ ぼ同 じ頃に米国科学基金

（NSF ）本部，独の 科学技術庁 ， 国際地球圏生物圏

研究計画（IGBP ）解析研究訓練機構（START ）本部 な

どか らも，賛意あるい は積極的興味を表明する文

書が寄せ られました．並行して準備が進め られて

い た新プ ロ グラム に よる Serpongレー
ダ
ー
観測所

は ，同年 ll月 の 第 4 回 ICEAR シ ン ポ ジ ウ ム 前 日の

開所式をもっ て正式に観測を始めま した．この シ

ン ポジウ ム終了直後に は
， 米国 NOAA が LAPAN

と共同 で Biak島に設置した レ
ー

ダー観測所の 開所

式も行われ，い よい よ赤道観測は中核組織が未完

とは言え現実に ス ター
トした訳です．1992年 12 月

に は，日本学術会議国際対応委員会の 国際太陽地

球系エ ネル ギー研究計画（STEP ）専門委員会の 下 に

ICEAR ワ
ーキ ン ググル ープが発足 し

， 現在は こ の

グ ル ープ内で 具体的な議論が続けられ て い ます，

赤道レ
ー

ダ
ー
建設の 工期に つ い ては 2期に分け， 第

1期 5年（初年度は調査）と して まずMU レーダーの

約 15 倍の規模の もの を完成させ，次い で第 2期で

さらにその 約4倍（MU の約 6倍）に拡張する方針が

承認され て い ます．また母体 となる組織の設立方

策を含む国内協力体制に つ い て も議論 されて い ま

す．
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　1993年に入る と，世界気象機関（WMO ）全地球

大気監視（GAW ）計画本部か ら，イ ン ドネシア気象

庁（BMG ）と共同で候補地の
一

角に 自動大気組成観

測点を設置 し，将来は赤道 レー
ダ
ー

と連携して観

測 を行い たい 旨の 申し入れがあり，基本的に 了承

しました．9月に は，京都で開催 された国際電波科

学連合（URSI ）総会で も，
　ICEAR 計画 の 推進勧告案

が採択 され ました．12月に は第5 回 ICEAR シ ン ポ

ジ ウ ム が Jakartaで 開催され
， 新プ ロ グラ ム 観測や

Biak レー
ダ
ー
，並行 して進め られ て い る イ ン ドネ

シ ア国内で の大気化学や電離圏に関する国際協同

観測 の 現状が，大部分イ ン ドネシ ア 人若手研究者

に よっ て報告され，科学的成果と教育活動の 両面

の順調 な進展ぶ りが確認され ました．

3． 赤道レーダー
の社会的許容度 ・

　　要求度

　前節に述べ た立案 ・検討作業の財源としては，

現地調査に つ い て は 日産科学振興財団の 助成金 な

らびに科学研究費の国際学術研究，ICEAR シ ン ポ

ジウムその他の イ ン ドネシ ア における検討作業に

つ い て も国際学術研究 ，また日本国内で の 立案作

業につ い ては総合研究（B）を使用 しました．これら

は何 れも赤道 レー
ダ
ー

や ICEAR を課 題名に 明示 し

てお り，新プ ロ グラ ム 観測の財源で ある創成的基

礎研究と は あくまで も峻別 して使用 して い ます．

前項 の 記述か らも明 らか なように
，

こ の ような規

模の研究費で可能な作業は既に殆 ど完了 して しま

っ た と言えます．そこ で 数年前か ら調査費と建設

費を概算要求 して い ますが ，少な くとも本稿執筆

時点（1994　el　4 月）では まだ良い 返事を もらえて い

な い の が現状です．赤道レー
ダ
ーあるい は ICEAR

の組織は明 らかに
一
大学の付置研究セ ン ターの 規

模 を遥か に越えた もの ですの で，私 たちと しては

京都大学の枠を越えた国立 もしくは国際研究組織
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を新た に 設立して もらわねばならない と考えて い

ます［5］，以下 しばらくこ の ICEAR 赤道レーダー計

画を実現 させ る ため に必要な社会的許容度に つ い

て考えた い と思い ます．ICEAR 赤道レー
ダ
ー

の よ

うな基礎科学 を前面 に出 した大型設備を海外に建

設するとい うこ とにつ い て は， 多 くの会員諸兄が

御存知の通り， 国立天文台の SUBARU （ハ ワ イ大

型望遠鏡）計画が唯一の 先例 とな っ てお ります．し

か しハ ワイ つ まり米国とは違っ てイ ン ドネシ ア と

い うい わゆ る発展途上国に作るとい うこ とが，赤

道レー
ダ
ー

の場合には結構問題 とな っ て きます［6］．

なおイ ン ドネシ ア側は 既に 公式に受け入れ を招請

して い ますの で
， 問題は全て 日本側にあ ります．

一
方，関連分野の広 さや地理的特異点に おける恒

久観測， 科学以外の例えば政治的あるい はル
ー

チ

ン 的な側面 を含む意味では，国立極地研 の南極観

測事業 と似たとこ ろ も少 な くあ りませ ん．しか し

赤道 レー
ダ
ー

は南極とは違っ てあ くまで相手国の

ある問題で す．なお赤道 レーダー
（第

一期）の予算

規模は SUBARU よ りは
一

回 り小 さく，国内の例 え

ばKamiokande計画等 と同程度で すの で
， 実現へ の

問題点は単に規模が大 き過 ぎるとい っ た問題 でな

い こ とだ けは確か です．また現時点で の 第
一

期計

画（MU の 1．5倍）は（上部成層圏で の観測困難を承知

の 上）科学的意義を達成し得る最小限の大きさです

が，た とえこ れ以 上 に小 さくした と こ ろ で恒久施

設として の建物や道路 などの建設にかかる コ ス ト

は，決 して それ に 比例 し て小さ くで きる もの で は

ない こ とも念頭に 置 くべ きです．

　従っ て ICEAR 赤道レー
ダ
ーに お ける最大の カ ベ

は，や は りイ ン ドネシ ア に作る とい うこ とに尽き

る訳で すが ， 当初意識された備品管理 ・保安上 あ

るい は人的 ・物的環境の 問題などは
， 前項まで に

述べ た予備調査や新 プロ グラ ム観測実施な どで既

に 「概ね」解決された と言 っ て 良い で しょ う．但
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し日本国内や米国内に い るの と全 く同等の環境と

い うの は あ り得ず ， もちろ ん現状で は 「それ な り

の」苦労が あり得ますの で
， そうい う今述 べ た 「概

ね」や 「それな りの 」が どの程度か，それ らが国

民 1人当た り 100円の投資や地球科学関連予算の

パ イ を食っ て無駄にな らな い 程度の もの か，とい

うことが問題で す．そ して
， 予算規模が国民の付

託 を受けた政府 ・文部省が判断で きる範囲内で あ

る（そうい う前例がある）こ と明らかな以上は，結局

は 「私たち以外の 隣接する研究者集団が どの程度

強 く望ん で い る か 」とい う問題 に尽きる よ うに私

には思えます．

　そ もそ も地球科学（ここには俗世間受け のする環

境科学も含まれ ます）に は
， 極め て多 くの discipline

が現実に存在 し， そ して それぞれが歴史 と現時点

における必要性を有して い ます．具体的には
， 私

たちが ICEAR とか赤道 レーダーとかを目指すずっ

と以前か ら，地 道な努力と成果 を挙げて 来 られた

研究者が それ こ そ数多 くお られる訳で す．しか し

大気を本当に完全に解明しようとする の な ら
， そ

うい う予算を 「小出 し」にする や り方で は 限界が

あると思い ます．同 じ意味で
， 真に大気 を科学し

ようとい う目的のためには，赤道レ
ー

ダ
ー

「の み」

で は不充分なこ ともまた明白で すし， それは前節

で 述 べ たように総合観測 ・研究機関た るICEAR の

一
設備に過 ぎな い もの です．しか し 「小出 し」で

で きた段階 の研究か ら
一

歩進む ため に は
， 様々 の

制度的問題な どを打破し得る だけの規模の体制が

必要で
，

つ まり中核 となる 「デ カイもの」が必要

なの です．こ の こ とが ICEAR における赤道 レー
ダ

ーの持つ 意義の
一

つ であり，必ずや多 くの 方々 と

共闘 して 行ける と考えて い る理 由で もあ ります．

私たちは，ICEAR シ ンポジウ ム 開催，新プ ロ グラ

ム観測所や赤道レーダー建設候補地の 見学などを，

で きるだけ多 くの国内外の さまざまな分野の研究
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地球赤道大気と惑星大気 （H）／山中

者に参加 して 頂い て実施 して きま したが
，

こ れか

らもよ り大 きな研究者集団か らの よ り積極的な支

持を得るため の努力 を続けて い くつ もりで す．

4． 科学における南北問題の打開を

　　目指して

　前節で述べ た こ とを， 科学研究推進 における国

際関係とい うよ うな もう少し大きな視点か ら考え

て み ます．東西 の 冷戦が終結 した現在 ， 国際関係

にお ける最 大 ある い は唯
一

の 問題 は南 北問題 で あ

ると言 っ て過言ではありませ ん．前項で述べ たカ

ベ も，また他計画に ない ICEAR 計画の 意義の
一

つ

も， 科学技術や研究環境に おける南北問題 と関連

づ ける こ とが で きそうです，

　そもそもこ れ まで の 自然科学研究は
， 例えばい

わゆる先進国が 自分の興味で い わゆる途上 国へ 出

かけて行 っ て（あるい は衛星の ように空の 上か ら）言

わば勝手に観測 をや っ てデ
ー

タを持っ て帰る，と

い うようなや り方で ありました，しか しその よう

なや り方で やれる こ とは，既に もうかな りや り尽

くされ て しまっ た感がなきに しもあらずです．こ

の こ とが ある意味では多 くの若 い 人々が他惑星に

向か う
一

つ の理由で は な い か と私 は密かに考えて

い る次第ですが，地球上 で も赤道域は前稿2節に

述べ た ように他惑星と同程度に何 もわか っ て ない

部分が多 くあ り，もし地球上全体の 観測 レベ ル を

現在の
一

部先進国と自称するとこ ろと同程度に高

めた曉に は，まだまだ大発見や飛躍的理解が い っ

ぱい 得られ る と確信 して い ます．そうい う考えに

立 つ と，科学技術や研究環境に存在する南北問題

の打破は ， 探査機 を飛ばすの と同等に真剣に考え

て い くべ き問題で ある こ とは明らかです．

　もう一つ 指摘 したい の は，日本の行政や政治に

近 い 人 々 が持つ 「（彼 らの い う）途上 国は まず実用
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科学」 とい う
一

種の迷信の存在で す．つ まり例 え

ば惑星科学，ある い は天気予報に直接役に立たな

い 大気力学の ような分野は
， 欧米や 日本だけで や

っ て い ればよ ろ しい とい うような声が あ る こ とで

す．まあ本当の基礎科学が何たるかを知らない （わ

か ろ うと しな い ）日本 の 政府や，最近はそれ に
一

層

大 きな影響を与えて い るマ ス コ ミ等であればさも

ありなんですが
， 各学問分野の 実力者 と称する

人々 か らも上記の 迷信は結構ある み た い です，そ

もそ も純粋な科学的興味 とい うもの は，実用や実

益 などは もちろん財力 ・地位 ・経験な どとは全 く

無関係 で
， 地球物理に よくある何々学などとい う

ような もの へ の節操 もさらさらない もの で す（こ の

あた りは地球大気諸分野に限らず惑星やその他の

領域に も， 別に研究費配分があろ うがなか ろうが

顔やロ を出す私 の信念です）、

　過去に も実績の あ る中国や イ ン ドは もちろ ん
，

日本 と同格以上 の 人口 を有する多 くの ア ジ ア の

国々 に は
， ちゃ ん と教育さえすれば新しい （正 しい ）

惑星大気科学を指向 し， そ の よ うな視点で 地球赤

道域であれ他惑星であれ真 に科学的に研究 して い

けるポテ ン シ ャ ル をもつ 人材は，それ こそ無数に

い るはずです．か つ て 少数の貴族階級が独 占して

い た科学が停滞 した とき，
ル ネサ ン ス や産業革命

期の ように無数の庶民階級か ら入材が輩出 する こ

とで，科学はまた先 へ 進 ん で今 日まで来 ました．

そ うい う意味で 21世紀を迎 える こ の歴史の転換期

に お い て は
， 少数 の い わゆる先進国が独占して い

たため の停滞か ら科学を解放 し， 特に地球総人口

の大部分を占めるアジア圏か らで きるだけの 人材

を引 き出 して
， さらに 科学を前進 させ るべ きだと

信 じて い ます．

　さて新 プ ロ グ ラム や ICEAR 計画の舞台であるイ

ン ドネシ アは，全赤道周長の実に 118を占め世界第

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society for Planetary Sciences

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Planetary 　Soienoes

230

4位の 人口 を もつ 大国で すが
，

1989 年以来世界最

大となっ た日本の ODA （政府開発援助）における最

大の供与国であ り，日本の 重要な貿易相手国で も

あります．ICEAR 計画や関連 した教育活動等は，

乱開発や資金還流 など とか く評判の 良 くない 日本

の ODA の 面目を一新する可能性を秘めてい るとも

考えられ るの ですが，少 な くともJICA等の 既存制

度に は なかなか乗 りに くい もの の よ うです．こ の

辺 は私 の よ うな下 々 の 者 に は完全 に理解 しが た い

ところ もあ りますが ， とにか く研究に関連 したプ

ロ ジ ェ ク トは ， 当面は既存の研究用 の制度 ・資金

で や っ て行かねばならない ようです．つ まり観測

研究活動と同時にイ ン ドネシア国内の研究基盤の

底上 げに つ い て も， 自前で努力 して い くしかな さ

そうで す．先 日，東京外大で開かれた国際学術研

究の 情報交換会に 出席 した印象で は
， 同様な事情

は東南アジアを対象としたあらゆる分野 の研究者

が抱 えて い る様で
， （研究費は ODA で は な い と釘

をさ して くる文部省の 担当官 を後目に）私たちは決

して孤独で はない の だ と意 を強 くした次第で す．

　イン ドネシ アは他の 東南アジア諸国（旧英 ・仏 ・

米領）と違い ，か つ て オラ ン ダ東 イ ン ド会社の愚民

政策や大国なるが ゆえの統
一

の難しさ（外国思想へ

の警戒）とい う歴史的経緯もあっ て
，

ご く最近まで

国内で は 自国語による（外国文献か ら殆 ど途絶 した）

教育 ・研究体制 を維持 して きました．こ の ため国

際学術誌をフ ォ ロ ー
してそれ に 沿 っ た重要課題 を

研究 し，その成果を投稿 して 国際的評価 ・批判を

受けて また研究を進め る とい う，私 たちに とっ て

当た り前の プ ロ セ ス が全 く根付 い て い ませ ん．ま

た（人跡未踏の砂漠や密林 とは違 っ て）人口密度も

か な りある こ の 国 で は ，先端的 で はな くとも（それ

で も未知領域 としては充分に貴重な）観測が展開さ

れ て い る に も拘 らず ， 末端担当者 の 技術 的 ・知識

的未熟による信頼度の低下 や ， デ
ー

タ搾取へ の極
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度 の警戒に よ る 死蔵 をあちこちで見か けます．科

学研 究に とっ て これ らの 問題は，マ ス コ ミ等で誇

大報道 され る経済格差や政情不安などよ りも重大

で，逆に言 うとこ れ らを打破で きれば現状で も格

段 の進歩が達成で きるはずで す，

　しか る に イ ン ドネ シ ア は近年 ，
豊富な資源を背

景に した経済力の 向上 と全世界的な緊張緩和を受

けて
， 先述の新 プ ロ グ ラ ム 観測や ICEAR 計画へ 向

けた対応ぶ りか らも明らかな ように，科学技術に

お い て も日進月歩で 発展 して きて い ます．こ の よ

うな発展の原動力は，研究者集団の純粋な科学的

情熱とい うよ りはむ しろ，官民
一

体 となっ た国威

発揚へ の 熱意である こ とは否定で きませ ん．しか

し科学技術を含む文化の 発展 と国威発揚との相互

作用は
， 明治の 日本の富国強兵 ・殖産興業を引合

い に 出すまで もな く， 米ソ の宇宙競争や オ リ ン ピ

ッ クに お ける一般大衆の 熱狂 ぶ りな ど，現在の 先

進国で も事情は大 して違わない と思い ます．もち

ろ ん大切 な の は，国威発揚を善用 し得 るだけの 実

績 ・見識 ・政治力 を兼ね備えた科学者集団の存在

ですが，これは 日本におい て もまだまだ の感があ

る と少な くとも私に は思えます．そうい う意味で

決 して 悲観的な状況で はな く， 逆に 日本側の 科学

者集団 の パ ワ
ー

の な さを こ そ反省すべ きなの か も

しれ ませ ん ．

　それで もイ ン ドネシ ア 国内に おける研究基盤の

一層の拡充に少 しで も貢献 しようと，京大グル ー

プ メ ン バ ー
では新プm グラ ム観測の傍ら LAPAN な

どで の セ ミ ナ
ー

， Serpeng地区で の 数日連続の集中

講義を既に数回実施 して お り，イ ン ドネシ ア の 指

導的あ る い は若手 の 研究者を 日本国内へ 招聘 して

の交流 ， 京大の 学部 ・大学院へ の留学生の教育な

ども軌道に乗 っ て い ます．また 2 節に 述 べ た よ う

に，1989年以来年 1回 2 日間の ベ ース で Jakartaに
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地球赤道大気 と惑星大気 （n）／山中

日本お よび欧米の第
一線研究者 を集め て行な っ て

い る国際 ICEAR シ ン ポジウム も既 に 5回を数 え，

・イン ドネシ ア 国内か らの講演 も年 々 その質 ・量 を

増 して きて い る こ とを実感 して い ます．さ らに 退

官後JIF 副議長 とな られ た加藤名誉教授は ，広範

囲に わたる両国間の 交流に指導的立場に立たれる

とともに
，
ICEAR 計画をイ ン ドネシ ア科学技術 発

展に対する 日本の具体的貢献策として JIFの 重点

推進計画 の
一つ と位 置づ け ，

1993 年か らは

Bandung 工 科大（m ）教授 として の 活動 も徐 々 に本

格化してお られ る よ うで す，結局は こ れ らの 地道

な努力がまだまだ必要な局面なの か もしれません．

5． おわりに

　以上，こ れ まで に余 り前例の な い 新 しい タイプ

の大型プ ロ ジ ェ ク トとして の
，

地球赤道大気観測

計画に つ い て御紹介して 参りました．繰返 しに な

りますが，私自身は，こ こ に書 い た諸問題 に は他

惑星研究に お い て 遭遇する もの と共通する 点が

多々 あると信 じて い ます．内部に様々 の 自己矛盾

を抱 えつ つ 巨大化の
一途 を辿 っ て い る地球惑星科

学 の 方法論は
， 他惑星で あれ地球赤道域で あれ同

じで
， 既存の諸分野の脱却や先端的技術の 組織的

取込み の みならず，それこそ地球規模での 社会的

合意を抜 きに して は語れな い と考えます．

　そうい う意味で
， 本稿で述べ た赤道大気科学は，

地球惑星科学の 中に位置づけられ る べ き資格を明

らか に有 して お ります．また幸か不幸か他惑星の

探査に つ い て は日本も明らかにまだ発展途上国で

すか ら，他の ア ジ ア諸国が現在の 地球科学諸分野

にお い て抱 える問題 は，少な くとも対象を他惑星

まで 拡大すれば 日本の私たちの問題で もあるわけ

です．それ らの 問題 を意識 した上 で
， きちん とし

た地球惑星科学全体の 学的体系と教育課程，さら

に そ れ らを推進する（国際）社会的合意を得る ため
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に必要な方策（現状では こ れだと具体的に言い 切れ

な い ところが弱い ですが ， 今後真剣に考えて い く

つ もりです）をしっ か りと確立 して お くことが，前稿

1節に 述 べ た よ うな 「惑星か
， ある い は赤道か」と

い うような議論な どよ りも，ずっ と緊急に今重要

なの で はない か と思っ てい ます．

瓣

　初稿を閲読 して頂 い た深尾教授，また執筆の機

会と度重な る約束破 りに つ い て も暖 い 御配慮 を頂

い た向井教授に 心 か ら感謝致し ます．
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